
レーザーアブレーション-ＩＣＰ法は，固体表面を直接気化する高感度な微小領域分析法として材料分
析や地質学など様々な研究分野で利用されている。この方法では，高強度レーザー照射による固体表
面の破壊分析を行うため，従来，物質表面上の付着物のみの分析や生体試料などへの適用はできな
かった。本研究では，室温程度の低温プラズマを使用し，プラズマ中のラジカル等の活性粒子を使用
した大気圧プラズマソフトアブレーション法を開発した。この方法により基材の損傷なしに表面の付
着物のみの分析や人体付着物の直接高感度分析が可能となった。
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